
仙 台薄 租 伊 逢 政 宋 公 は ､ 戦 国 の 乱 せを生 き抜 いた 武 将で あると伺 時 に ､ 和 数 や茶

温 ･ 魯温などにも秀でた｢ 文 人｣ で あり､ 運 韓毛 3 0 食 首 級して います ｡

こ の 講座 で は 政 東 甘 の 菜 静を読 み t東わ いな がら､ そ の 人 となりやゑ意 識 ､ 何 時 代 人

との 文王充などを煉 っ て いきます ｡
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≡ 島轟 育男(しまもり て つ お) 先生 のプロフィ ー ル( 抜粋)

妻1 糾9 年､ 千葉県生まれ∴東北大学文学部卒業後､ 同大学大学院博士課程修了 ｡ 現在 ､ 宮城教育大学教授 ｡ 専門は中国思主
… 乱 特に先業時代の緒子百家から漢代 に及ぶ思想を研究対象とする｡ さらに問題史的な観点から中国古代の 時間諭 ､ 夢の 圭
婁観念 ､ 異界観 ､ 冥界撮などを研究している｡ また杜甫や蘇東城などの辞と思想につ いても関心が深い ｡

… ( 主な著書) ｢ 四字熟語( 講談社現代新暮) ｣ ､ 共著暮に､ r 四辛熟語の泉( 講談社) J r 鑑賞中国の古典(3) 孟子 ･ 墨子( 角川暮 室
店)｣ ､ ｢ 続 1 漢字の泉 ､ 続々 ･ 漢字の泉(河北新報社) ｣ など｡ 論文に｢ 伊達政宗漢詩校釈｣ などがある｡

蔓● 会 場 / 仙 台市 市 民 活 動 サポ ー トセンタ ー ( 6 闊)

仙 台 市 書 葉 区
一 番 町 四 丁 目 1 -

3

● 時 間 ′ 1 引時 ～ 川 時 3 0 分 ( 受付 開 始r 日 時 3 0 分)

● 整 理 券 ′ 1 0 0 0 円 ( 薫 料 代 ほ か)

● 申込 み虎 / 宮 城 ■漢 詩 連 盟 事 務局( も : 0 0 0 - T O 8 丁 - 3 7 1 0)

〒 馴‖ - 1 1 0 4 仙 台 市 太 白 区 中 日 8 - 8 - ト 7 0 1

ホ ー ム ペ ー ジ か らも申 込 み できます ｡

r 宮城■漢詩連盟｣
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( 裏面に｢ 研修会 のご案内｣ があります)
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攣 漢諸を自分で作るこ とができるように､ 勉強します｡ ● ､ 押韻な どの決まりを勉強するとともに ､ r 論
5 当市､ 七吉絶句を件れることを自擾にしております｡ をさj r 史扁J r 十八史特j r精練J r 文選｣ など中 細 褒 ･ 度

入門講座臥 これかう姑める人を対象に､ 受講者の先輩 ≧史 ･ 文学を 撼 ながう､ 漢文を読めるようになり事す｡ 鵬 で

が指導し著す｡ ≦きます｡

喜● 闊t 羊兼8 ( 月1 臥 8 月か 6 火■日年顔中)
l

4 月 3 El (水) 14 時 ～ 1 6 時

5 月 1 日 【水) 1 ヰ詩 ～ 1 6 時

何岬でも､ 見学 ･ 鴨講ができ蒙す｡
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4 月 2 之云 ユ3 簿 ～ 1 5 欝 1 0 韓 ～ 1 2 時
6 月 4 日 (火) 1【) 時 ～ 1 2 時

7 月 2 日 ( 火) 1【〉蒔 ～ 1 2 時5 月 2 7≡∋ 1 3 時 ～ 1 5 時 1 0 時 ～ 1 2 時

ら月 1 7 日 1 3 路 ～ 1 5 痔 1 0 疇 ～ 1 2 躊 8 月 6 日 ( 火) 10 時 ～ 1 2 時

I 会 場 : 地 雨 戯 鳥サポ
ー トセ ンタ ー 轡

_ 腰

J
血合市青葉区
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叶 壌 騨 : 沼口 欝 (当会 鄭 )
1

7 月 8 B 1 3 時 ～ 1 5 浩 1 0 時 ～ 1 2 時

8 月 2 6 日 1 3 時 ～ 1 5 浩 1 0 時 ～ 1 三堵

凹

… ●会 場 : 鵬 恥 ノU トセ ンタ ー ⇔ 』 邑
‡ 餉台市書糞匡花束院1 丁目3 書 2 号 一 会 た : 1 0 0 0 円 ( 1 日 飢 責網代ほが
t ( 竜義 : 0 2 ユー 之1 5 - 3 1 9 1)

∃●譲 絆 : 大石克夫 (当会 醐 】 ≡● 申込み先: 亨 噸 弟建玉事糖馬 抽 : 0 0 0
･ 7 0 8 7 ･ 3 7 1 0)

よ たは 本ホ
ー

ム ペ ー ジの r 入 会 齢 せj でご 細 います｡

i ･ 会 ■ : 1 ㈱ 円 ( 1 鹸 ､ 蜘 代任か)

●世鈷人 : 山 績 書

( 取 : ○別 トフ0 6 7 - 3 7 1 0
.

蔓 亡 仰 劇: g in 舵 ◎a m k r . 画 血 . o r .j p)

(本末 一 ム ペ ー ジの 一入会掛合せJ もご禰用下さい)




